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1 .前回議事概要の確認について

昭和59年 2月 7日(火)

東海大学校友会館第 1会議室

2 .北海道電力株式会社泊発電所の原子炉の設置(1号および2号原子炉の設置)tc::係る

安全性について

3 .その{也

以上
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‘ 資料第27C-諮-3号

原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社1自発電所(1， 2号原子炉の設置)) 
Cグループ議事概要(案)

第 s回会合 日時 昭和59年1月24日(火) 午前10時~午後0時30分

場所 東海大学校友会館第1会議室

出席者 原子力安全委員 名 通商産業省 5名

審査委員 7名 事務局 2名

委 員

照平力安全委員 出欠 審査 自 出欠 通商産業省 出欠 事務局

内田秀雄 和泉正哲 O 回 中 O 星
/、

大山 彰 大竹政和 O 鈴 木 O 内 回

川本跳万 O 村 山 O 

北村 O JII 原 O 
竹越 ヨ壬
(部会長) O 田治見 宏 O 大 橋 O 

谷 資信 O 

吉中龍之進

配布資斜

資料蕃号 資 料 名

資斜第27C-議-2号 原子炉安全専門審査会第27部会(北海道電力株式会社泊発電所(1， 2号原

子炉の設置)) Cグルーフ。第 2回会合議事概要(案)



議事概要

1.前思議事概要(案)の確認

F霊安遁L') Jt1i f;，~. I rニ.
2 .北海道電力株式会社?自発電所の原子炉の設置(1， 2号原子炉の設置) ~ζ係る安全性について
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υ 風{ヒ安官。詩iriO 7 
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j， 者盤砂犠 m基ヲド同発えて討

ffl?否カ将電朽アlてお lする声皆品類11、耐震設計上:..JtI君1"1工

守的桂すを柁推する Tてわ m 基護者粋b しマ問、'~i O)z.' あ

ふ，

ぅ旬帯電併T目指嘘ゆ類lてみ作?て 1'1 崎Il>~寸止。地盤 P‘以

下Kうにす〉う fJ特徴も7らし'ているユ k毛主カ楽し、茨五五m工

守的+宝号r~ rh- T正しうるゲ IL -7" Iて者世もんト緋色々 ナし、前千桁

，}'f t7dにきい告めずら III~Iて A ， 13，ι， ]) I Ë め s~き娘)て少

将しそいる.

u) 敷地め地盤も構内す吾起せ1'1、き::~ vz、凝双)封説会，

、患1i:.話 J 綾子主管決舎や、らfJう、 ごめ 11P'キ山f;;沈走，軽

石耗R会，令)Jt危雄;疑配信世、ぃ者Y/i7"的!て認めわれる。

ぷ) )綻f{!.角耳筆名疑N!-会 I1E栄噴，推め令指状況尽P".J:者p}言，

'çjl者1)を.下幸~}脅めiZ.J;iが単位で成きが‘蓑1Jる.

日) ，罷双す求危，経后旋夜会，令予見匙喋J昆fK.匙 Iイ;疑問両雄

匙，業主fR~さい氏 L イ々マ駅官ちみる.

山) 年ム匙涛会 1す、内前官itl-::弘巳 L1i更官であるか‘割れoT" 

わく足。>ft:\汎 t ずp~ト的 κ 裏fJる.

{よ) 市吾作芝雇基礎台程¥CI- な体l亡事Ii鱗で・あ 1) 従来め電

中司令式、で lτ念品樟 bも乙M 総雑魚ぃ相告するド上tてm

J う 1ぐ工律的地}買代子~差?、いのられる。
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(む 樹Tヌ音々野~'îヲ官、、等 lぐ割れ目 m 蒋乏し f<fil/オザぬられr

p 、守~1余金十白告t K 風化判断守して、、る者t~ト炉内られる，

ニ小らめこヒザら、院す，許取 I~ ，医l~t l7)耗たも続々的

lて呼{恥して l下両し Tてうiヨ幌管怖の者轡壮類悲~も葬!、 1 ゑ lτ ，

こす¥1て見7いいマ作成し行合管9頼回も味質問也すす点:・オ tぜて

事1、1旺J，....亭 j• 4-問lて示ず.

以τlぐ匙ftÊ~示額仇玲計問えトlでヴいマ示す.
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之 持言巾吋主ト

2， /治活の槽額 b特徴

煎芸、iヤ建1!1寸iι白吠留も樟丸、寸り也官1'1、基礎l量盈1以

朱iてす広〈命舟する、)':hキ告J寄り存者予!てみられる凝灰!す泥指

汚tk大5や恥る e

¥kh存者待11， t佐平安蒜立~ア括和的特徴骨、ら主計( U ) ， 

中幹(H )、下若干(L )め 3)脅lてE砂寺山寺.

:れら m姥F守口、、凝R角球指(Th) I 焼1):..指(Ti ) ， 

弟石海疋お〈門 )I 令兎古城渓Jk為(有川里子t71l-J:待合を

主体川、キム括協お eAル〉セ -nl'¥件フている。

執1~:t九]1..ひ"章吾、作逮雇基礎示、- ') /7‘・ lぺJ?確認きれ

R予佐賀白争令状況もZF11回 F 等1千回lてfkす。

以τ代えト怠7空間 J 院内fJ特1蚊も示す.

'U) 混F2向蝶匙 (Tb ) 

深夜向E撃者d、キムiき官め告 0> 1.:る菜キ仏~，向 t

の乞やT-t足、あられる.

キム治官 a告町可.高梨{をt'"主tしτ約/ρωu下めキ

ム{きり語訳球 kし 主 L しマ、ど石キf出荷め中寺1'~下幸?ノ音

|之/す持しているが、ーキpr--碁l事v力、、うス官戸島内ノrlネ
lて裏7をも草するも"".p'"言;号、められる.

to衷キ山色f宮前i-oi 11、機?をザ約うD伽以下 α芥tト仇
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石雫寺山おも樟訳語集kし、主't.lて文時合ヌ官d)J:二軒々

lて/1)'蒋 l1.いる.

続万〆伺球会rd.!PlネlてZ見オK、で暑lれ19-t'"少〈百更官である

が¥J緋l亡、):;;;寺古Fれ主幹 k中野得7めもめ(U-ァPI 

門ー T.b)r1-， τ'f?)昔前もめ(トTb)凡かい凝万くす習をお脅め
もの(/-I1s-1古)dJ-tif硬さが‘わg..T¥1::瓶、少す会。

すド，后安当エ山岳噴仇 4め岬牛山治官的手 0>)て比べ・マ

基噴ャ、々 マ軟l震である。

(2〉 )疑訳者(Tt ) 

緩灰岩 lす‘弛4tザ約3ι"'"以下めて枠合も総椋しfくもの
であり、ギム名事 0>i的ヒ后安キJへ古賀町ヰ仇乞少、あり.

キ弘主菅前七めの一考rl亡 1-;):、J長官ゃいずうス官lて島布、EL色

もをするも 0> 1)"'ある.

7疑反古 lマ、メ~tキ I~ 制れ 1ヨ þ\"/1;" -<五更噴であるド、'):時会

待m工苦)l~てF者p)ま m もの (U-Tf
i
I刈ーTr) 11‘ 下計ノ官

のもめ (L -円))主か緩)f: 皆殺~Î宮中日も日 (J1s-Tf)

占リもEをき十Vわずか代詩(少する。 守Tて，局ザ「的|てみられ

る夜管同もめ 11比較的軟質である.

tl計，がケヌ官)て島主、;疑灰匙めうち f，:J. すげ例中間

言者扱オ1.1ぐみられる =t01 )1'争lれ回ず伊平蒋i乏しτいるが、

武すけ基礎怠を}め下野I¥'みられさる0， )'1;li重賞でキ|寸(目 t
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比較的ノれい o

(-，3) 軽后京五段お(pt ) 

寺号后活完照合，"1、 、~7õヰ合メ脅 m 中若干ス者及ぴ続攻官T7E 者者中

のー幹lて斉く/か梓 Lτ計上必lネ|て 3鬼オ丈、、担増埠で軌れ

lヨ -Þ~")ìrJ ¥ 'が •¥t t較的較[買である.

Lω 令子E械凝iJ2.お(T十川)

令罪者球J疑斥指 l守、ポ砕会メをmι苦'j'>)普マ凝京f買う死者ス?

のr 苦1'1亡φttレ、、凝授会中Ki}-規則!亡泥おめ繰もう畏入す

るもめ2‘ある。

~R治離口、比較的叡官fJ も 0\ k， :t空f安要常杖、1."事flれ目

ザ‘蒋i茎し 1そもめがある‘ 省官庁、う産指殺の投入オ犬、Â.~Iてよ

リヤマ志望官f;rずr}ffr，幸!~1jrH軒必炉、渋狂する戸、/全体的 1亡 It

比較的取質で‘ある o

Ls) キ山首1迄お LA....) 

キム古除名 11‘堅虎rJ省局である夕、、‘，獄'{t.)九1ぐみちれ
る1ノ合会殺の下苦r}雪lてレシ文“1(1て/1)'梓する d、危l本|τ11骨

埠-t'"~ぞ乏し τ わ. ? 崎め岡縁野lτ11白古賀枠内用 lごJフて

漁fK向機指林、毛主するすj>/7]' t¥'誤必られる‘

(b) )疑疋官党合

J疑庁官花者¥"1、議定再定官泥合宿lぺ卑越しそh;'梓し Tわ， 1 

此載内幸.j:'f "e‘みる. % f-:::，上野κ射すtla ol乃ぃ管?争 V‘印

民』》



られるド、企体It.l "1汀4鬼才ズ、さも橋場の告 171 tさE~ヨド k ず

る。

6 



. 

;2，.2 国民投(すイヰィあ

風化安賓の詳l岳 lぐあ行っ 11τ ，埼[，， 2 、 1 表)~示す主う!で

し‘ l現4ピ烹①ザ本医l~ 也君争、 間』ヒ1f6i)ゃい弱声L{ヒ持 )高ビ7安
③十明党l足{ι苓1，相当するも仇 bして区砂 Lfて。

1也ザ並行自問lて汁たすべr::1<医IIピメE区分令持国主与2，1阻

ん事2，今回lぐ奇ごす.

こhらを季刊するヒ以τの kわ?で・ある。

者tr簡 r a: t 盤であるf-:Ll ヒ ~@11 、 lfrt 手、伊達万全;!l'受7色白以

禾lてJ;.く/rJ\1J7し・τ~ ，令。

羽風化等|て相告する開化岸③11、官持者辱め下干p}号で

1す決意〈いら /07ft耗fii宇で#学|て葬〈分キし T いる炉、上、

中押存で1"1"尚志ιがらえ ô' 307-め存権宇で昂んで‘いる o

高右手、~'f建渥悲I芝 1益 00 以?呆1:' 1""1医し山理@I手 11弘んb‘壮

掃し TJいザ、ぽt帯-1:'野君TJピめ事'iれ自活1'¥てd.局所内lて

認められる.

7金l現代万台lて刻苦する風化賞⑨1"1， !ぷ-tfを号、け嘉墨付
止で)干 ませ表幹lてね稚魚1"， f宗手作妥協物設の鍛斜面

で11t -10 )1(.の厚きで冷キしマいる.
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点δ 事Ij~日めま寺~ib

考列車130>言率直71'¥あ?て?て1'1、 t吃官長見集lて基7"くやめの

¥1官、土ホ号念の古監必殺古今売!くして/キ2.Z 1< 1て示7

aうlぐ執可血液』閃1::め平均訓れ 13r主n毒1折、30例以と J 30ル/{}
α品 I /0ル 2ι仰L-，之 ι判以下 lてヤ寸レ、 ~ v1. ~" Jt，工， 正， ]l. 

1v k. g~トL. f-: D 

言司扱z九ドかする t聞を k しマ\'1、 ~~Iy重|くれ余も?長り 1 仇

区間名手lゆj中目不幸!01釘主TJ割れ自の走伺 J l品各十1e~~起

しTて。

言m生締.J)-:ミヲて 1下Fx:L í'i割れ i当事責1f 0ナキli\ ~ι苧 2、七

回 lτ1 制点目~01"問主茅z、L阻lて，者湾問め割れ目どス

トゲうムも葬2、ワ閉I-=-，ヰ均与州自頻実主葬z、b回打示

す.

二bれらも芽約する k以下(J> Icあ'~ 1:・hる。

骨、子、rr建m:基礎あ街lぐ計ける宇'JI{l自頻7I11、キム合陪危
な?余<Ic.念体的lて{良い.t六扱t九企(本z"c7)各合f吉例制れ白

親露11、 J 射'H'1)τ液灰存i縁者 k軽石緩配者で‘ 11{自〈事Ijれ

日匡/オ工，緩fK危1"Jす1，....1T 令?A者撲滅7f.合T‘1'111I 

キム信保tZK1，LJ下げの中間野lてみら出る票7色でずうス

{ずlぐ島也、〉授戒拾で r1概ね][);:知告し 1 問 F 拾袴τ、J1割れ

目頻声1:京守口差 1-1んられT手い.
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J 台 末、ーリン7'・コ jlぐついての割れ防罰金~ Lτ1'1‘ 

/例区間争lて主体もち抗るコ)1主主リ手Ij主主もft勺下て.

訴i主佑来lで8り作声く¥， i¥. fi.者手、昨建遷落識がーリシ7'0

事lJ れ日区 /i!7'~ト梓閣も埠 2‘?問ん牛之 /λ図 lて 1)く年来一))シ

ゲ引の宇J れ日芭合も執奇急成 m事IJ れ品~!;す砂巧在1 "，汁ピビし

マヰ 2、b間|てラド1.

月右手昨建~基提示ーリ). 7")て』る k、k砕危11、ビt教hヲ

キjれ|ヨザ今<) ?f山合品名~ -者pd) )経祝賀 ~Tt 匙也、‘比較的

制れlヨドタタい o すらに風化oお撃も受けて 11るゑF官事?ヤ

前J号与1-::沿っマ争'Jtれ 1~ 11¥" 7i < r jるゆ向を示している.

試flk瑞』弘~ (/) 広場付止めコ)c平余‘ーリシ 7・m事IJれ目 il丈、北

も比較する lc，、経R角球舟『左足照合3干のに叫免1.."爪士夫

議仇で伊jれlヨ問?角が".3 f)ι冊以.t.O)-.ob出?いた r リy 7'づ 7τ

1110ι品格芦以Lめ泳、能、 'tfJり，年以官、持者 l:T1-械も&仇]主

ぴ示、、ーリシ T コ J ClJ い寸断IÌ\ t 事d れ 1ヨ向1角小、ぇ~ /0 C11L穆芦

である包半Ij町立れる.

ニサ1らめご kも3、すゐz試披北k宋-')シ 7"ヲ }VJ射
すt日間1長113骨lてY許jS21マ1ラシク耗ilc7> 1をが、 ;;'1、キ

山持、廃合で‘11百i特定のもの乙レて争z、z表t7> ，}う lて ~J れ

胆 ~1デも f守っ τ ぃる.
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以者1O(/¥視さの詳iゐ

括局tJl;b更才の詳i酌lてあ1ユてつ τ1'1.脅両砂頻ャ土木ヰ会

壮蓄積、も J今考 1-==して基本的 lて 11"， )¥シマー打衿々地質観発

l~基ア‘くものの l手が lて治活国有17>)金~でふる J 恥正

儲7金f更もtt号長して亭2..3~ 1τ 示す占う|て競いもめがら

l'l~ 1て()..， b，c，d.め4段f皆lてg;分 L1-.:: • えト匙幸章。一軒

丘儲7象jをも等 2./~ 周 1= 示 1. ニーJtがら数段め姥佳ち靖弘、

τ る新鮮rrお1るの1Þ~ ~ tJl評4防毒約する k以下t7ltわ'う

である.

志望τ 1i~トルの代表的合湾吋、キム主主鴻告であ q 治時 11

竪認でーあるドイE::~í.ド lて続姪r将昆す吾川崎宇d生である， ー

和主主繍7金権ゅ約 s~ok'l/ CI}J/ ol 以主である e

続主宰冷bの内、表的危雅1"1、ポ砕危，;tt7l大fy!tかE占め

る完走配向百世帯尽かっ駅長きであ OJ声量ず11"a. d 1誠、/かする

か、企体)-:::百重ぜで事Jjれ|ヨめ l)l~1 ~笹で，いわゆる τj7;t;宣告!て

弟する。一幸自主綿強~11 約 100 ....寸~ TJ)イでみる.

五重さ鳥類Pt7lうち大砕畠辱向よ者p及ふ、中す?の4伺 /1下
者V)智J，')..7手。生17)1て民代、τ援ざや‘わず・が lて手女/ケすゑめで・下

tp段以=ztmも局主 17，ノ上主p汲ぴ中:令pヌ官m生めを&.2.1て畑区

松~ i"-• 

nお，下苦吟のtt7lマt石1毎年山古噴rmもめ 1--[‘硬守ド
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すっ十台、lて戒少すき mで'blて，主卸培m 去何で'1ぎ7ゼも差す

るもの 11玉置官マ、‘あ喜ので b，/.区少し九

歳き φ類 φω{-\;、表(iI:;匙拷 r~ ，吹持活ス宮中 lで鶏く h;\布し τ

いる軽る草iW.名，令=:Jt吉雄凝灰為双ぴ凝灰匙キの細佐 (7):;Tt 

f官;疑夜帯 k瀧双 F員"7A古希申 ω柔乏灰f宙流指で1 あ 1)，者管，1t:t 

銭的勃:噴ずで‘前る。ー軸Ji締法芦lす約;oo匂/ぷき，ある。

百空き4ト頻礼iづ、会合埠IJ))金高uヒ拾で、若しく敢質で‘ある，
i1お 結石 11貝i~を恥二 I って鞍官{とする炉、ノ WJ 乙昨・易

;;.14回01'J!. Y;:キ合 (11-軸fr-縮煮魚ω風化持注聞1-:::与る k設す

府報b(JI指h1J~' ~ !l~.lt..令耳殺 ~lぺ)霊Lイヒする~;t更さ 4予報 ι程

'ff'てfJるも αk判断レ‘ ~Ihら m こはも認さ ß砂 lて 7支吠し

1.いる.
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.)， 3 総ゐ言ヰ~IÍÍJ

お笹/か頻l亡忠fてヲて Iマ， i許I1本しTユて)責lit 与jjれ目，諌さ

め党賢三牢煮も組令せ，線、令評jiib レ央通， 171 工牛肉，~'f.f買も

椅っ 5うにケ ILーピシ'1"し、耐者T'f1.01 iミ守いも品がらA

1'-E. (7l ，s-fi 1者lて巨Jirする二川亡しTて.

お佐々頻m終冶評ゅのオミ去iてついマヨF約する k以下 m

~ 1，'つである。

(/) ~季、吾、庁建虐殺宮姥替も婚訴する者盤 lす、普tn絡で射す1

四キビヒ軟悶々 tJいこk.T'ら、 崎め工学問，同事l守主 lて指

る仇石吏わt支配守、J'l，合湾与|て;欠の Jうlて芭砂し 1--=-• 

，{， A仲音量」し τ件E重き g/vo..?'1予1'1PIO)岩盤z、、K

Zヰ指宿τ幹待以希mキふ指官自殺採向域指(L-Th， 
1-1>-TT) ，、尿R会(L -T-r. ~vrs- 寸j )ゃい制%する.

可m地，撃IJれ自Q¥I炉パキJ，ヘ者、応住吉，き7をら呈する

工寺pc¥ }耽疋向球会 ;/l~ 刷)て相告する.

0， B級品櫨 k しマ 11~噴き涯のわ目指世守.'K"JiJヰ指宿土二、

中苦?ス者m;犠疋向雄15( ~イー TÞ ， L) -Tb ) ， ~疑皮合〈

M -Tf， U -Tt ) "1>'"相当寸占.

H併比，悲官mヤマ軟噴，rJ"下幹メまのあ寝守山古賀

m鬼皮肉球匙，緩双おtこがiτ相告する.

「すわ町、現す区令A初当ニ山晶、絡会¥'1 比較的制れ自
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ド勾ぃ:tから B級常盤 lて初告するも 01"し「τ，

1¥. ι 紋匙世弘し吃時提ゥ 7i./ir 乙 α 治世 τ‘';疑l官官=;fv..~

(fv1s)，軽后J焼7i2.匙(Pi) ，合5元信株;経JK信(下ル〉

かこれに粕告す令.

ω 者糟おr-:J，更守を主体 kしマ岳分しTでか¥ずら lて夙イと

れれ自 iて与る勿』巳も考f差し(，寄与2.4義的 Jう1-::地質

牢索も組令ぜ治櫨φ類L，"fτ.吹官三牢索 1"1、風化lぐ勺

い1.rd ¥①，@，@，割引191てついマ 11"、 1，'[，][

W ， AI更ざ l七つい τr1，仏， t" Oz， e， d. Iて匡ゆしマ

L 、る.

4旬、表的fJ信槽め党官三牢者k- fo~少額 m 間 i長 11 、以

τ♂ k I->'つであ会。
~. "疑皮角謀者，凝灰色 lす、風化!l!-;.，;....①，与rJれ ~g 分

ZhEa tf1日噴き昆/訟 bl"1七。も A 会)~ ，琉す E分

t2 01 'l; ~ τ! 13知 1-:~か表現し Tて.

ロ キム者協浩 r1 医l4~ f:会① 割れ目 E守耳同告的

で E更す~ /，1 a. 0) .:/， 01 もB~)~)て少額 L Fて.

ハ. 海FE153尼走.軽石混定志，令認定雄蒋友会弘r;."';経

fi!.告同うち知位tr:;克lJff続双会 11、夙11ヒ5/.v'①，争lれ

¥3 1i. 1;かI~E，E主守 rx/iト乙'" i ~を C 紋 1-:::;)か締 LTて
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臼) 以に司会越必殺 k 工律的 I~! Iず日付た 11'、済企I~ TJ f:言1セ

をi全勝n'c' Iてトマ柁殺する品写 t'"みる V、棟点字 2
~ b. (JI主う T1対たを示 L1いる.
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岩盤分類

• A 級

B 級

C 級

D 級

E 級

，)1 

一一点目一

第 1. 1 表 泊発電所岩盤分類基準

特 徴

岩石は風化変質をほとんど受けておらず新鮮、硬質である。

凝灰角礁岩、凝灰岩;主として火砕岩層の下部層以深に分布している。割れ目が

少く、橋成授が安山岩質で、基質はち密である。

安山岩熔岩，割れ目は多少あるが、密着している。

岩石は風化変質をほとんど受けておらず新鮮、硬質であるが、全体としてA級より

硬さがわずかに減少する。

凝灰角礁岩、凝灰岩;主として火砕岩層の上、中部層に分布している。割れ目が

少く、構成礁が安山岩質又は石英安山岩質で、基質は比較的ち密である。

安山岩熔岩;割れ目がやや多く、寄jれ自に沿って多少風化変質している部分もあ

るが密着している。

岩石は新鮮であるか、あるいは多少風化変質しており、全体としてやや軟質である

軽石凝灰岩、合泥岩礁凝灰岩、凝灰質泥岩;割れ目が比較的少く風化変質をほと

んど受けていないが、岩石自体がやや軟質である。

凝灰角礁岩、凝灰岩;割れ目がやや多いが風化変質をほとんど受けていないか、

あるいは割れ目が比較的少いが多少風化変質している。

安山岩熔岩;割れ目がやや多く、多少風化変質している。

岩石は割れ目が多いか、あるいは多少風化変質しており、全体として軟質である。

軽石凝灰岩、含泥岩機凝灰岩、凝灰質泥岩;割れ目が多いが、風化変質をほとん

ど受けていなL、。

その他の岩石，割れ目がやや多く、風化変質を受けて褐色に変色している。

岩石は風化変質が著しく進み、固結度も著しく低下し、しばしば砂状及び粘土状を

呈している。

16 



第 2.1表岩盤の風化度区分

風化模式概念図 風化帯区分 風化度区分 風 イじ の特徴

表 土

岩石全体としてかなり風化が進

強
み軟質化しており、特に割れ目

沿いの粘着力が減少し、土砂状

風 を呈する部分もみられる。
風化度⑮

化

宵世7 

ーーーー『ーーーーーー

~~ 
割れ目沿いに禍色化、一部粘土

風
風化度①

化が進み、粘着部力が多少減少し

化
ている。岩石内 まで弱風化を

午世宵
受けて岩質は、多少軟かくなっ
ている。

一四ーーーーーーーー

割れ目沿いに簿く風化部分が認

められることがあるが、全般的

に新鮮な岩塊からなる。

未
風 風化度①
イヒ
乍世fi' 

.) / 
/ / 

)/. 

17 
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第 2.2表岩盤の割れ目区分

試銅坑の平均割れ目間隔
ボーリングコア形状

火 砕 岩 安，1，岩熔岩

30cm以上
様状コアで1日間以上のものが 棒状コーm以上のものが|
主休である。 主体である。

10-30cm 
線状コアで 2-1日間のものが 棒状コアで 10-30cmのもの
主休である。 が主体である。

2-10cm 角l限状が主体であるが棒状コアも含む。

2cm未満 2 cm未満の納片状又は土砂状を呈する。
(軟質で割れ目は不明瞭)



第 2.3 表 岩1m:の硬さ区分

区 分 代表的岩種 一軸圧縮強度の目安 備 考

』

a 硬 L 、 安山岩熔岩 CAnl 約 500l<g/cm'以上

L-Tb 火砕岩層の下部(L 1は、中部(M 1 
b1中硬l凝灰角除岩 (Tbl

L-Tf 及び上部 (U)に較べ、わずかに硬質
b中世 約 I∞-500匂/cm2

M-Tb である。

M-Tf 
b.中限2凝灰岩(Tf)

U-Tb 

U-Tf 

軽石凝灰岩(Pt) 安山岩熔岩f加)、凝灰角傑岩 (Tb)、

及び凝灰岩 (Tf)であっても岩石内部

c やや軟い 含泥岩聡凝灰岩(Tfm) 約100l<g/cm2 まで風化したもの(風化鹿⑪)及び凝

灰岩(Tfl中の細位な泥質凝灰岩(1inJ
凝灰質泥岩tMs) を含む。

胤化度区分の⑪の土砂状の性状を示

• d 軟 全 岩 極
約100kg/cm'以下 すもcn.，

! ，)J" 

19 
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b ¥..， 

岩線分類

岩種

安 山 岩 L-An

" U-An 

凝灰角礁岩 L-Tb 
Ms-Tb 

" M-Tb 

" U-Tb 

凝灰岩

" M-Tf I 

" U-Tf I 

， (泥質) Tm I 

怪:{:;凝灰岩 .';1-~ t I 
Ms-Pt 

岩際凝灰岩MUs-T fm 

凝灰'l!liJiO岩 Ms 

電所分類対応

4・

A 

① I-II 

CH 

第 2.4表 岩種毎の岩撚分類基準

B C D E 

害11El 硬さ 風化 硬さ 風化|寄IHヨ|硬さ

取 b ⑪ 1II C ⑪ IV d 

1II b ⑪ 凹 C 咽b IV d 

ω 1II b
"
b2 
⑪ 1II C ⑪ W d ⑪ I-n C 

① b， 
⑪ III C ⑪ IV d 

1-11 r、

b， 
⑪ 市 C ⑪ IV d I-II C 

lU 
⑪ fll C ⑪ IV d I-II C 

臨むf'R毒液f!tlII経滋~ 1.1Il b， 
⑪ m C ⑪ IV d 

府、 I-II C 

III C ⑪ IV d 

取 C ⑪~⑪| IV d 

N@盗殺H為:削 5土器Htl①~⑪i皿 C |⑪~⑪l IV d 

IIf c ⑪~⑪| IV d 

III c ⑪~  IV d 

CM CM CL D 

匿麹主左岩種の地質要素 *黒色を呈する



第 2.5表岩盤分類の地質要素と工学的性質

便 質 岩 中 使 質 岩 軟 iRf 岩 岩 弾岩 岩 'lri 

持 盤 盤 回 銀 研
凝灰角{醸告(Tb)及び凝灰岩(Tf) 桜石凝灰岩(Pt )、合泥岩傑凝灰 0) の の 分

盤 安山岩熔岩(An) 強 伎鑑

F部 Jr1以深のもの 中部及び上部摘のもの
i'HTfm)，縦氏自泥1l1<Ms) ，'Ii 度

到j
額

分
11ii 
定数
述 予H

風 主司 硬 風 出l回 凪l由lb'!I! 組l出lh盟 tE 度の 性 0) 

刻 特 徴 れ 特 徴 れ 特 徴 寸L キー 徴 ヰL 係 C p波 係 対

化 目 さ 化 目 さ 化 目 さ 化 目 古 数 φ s波 数 応

岩石は、新鮮、竪便 岩石は、風化変質を 岩石は、風化変質を klVぺcnf kg/cnf knV's X10 kfni 

で割密着れ目は多少ある ほとんど受けておら ほとんど受けておら

が している。 ず新鮮、硬質であり、 ず新鮮、硬質であり、 22 2.8 CH 

A ① 1I a 1ilJれ目が少なくち密 ① b， 割れ目が少なくち笛 ① b， 62，日日日 15.1 

である。 II である。 Il 51" 1.5 CM 

色調は黒色を呈するc

れ3

岩硬石は、概ね新鮮、 岩石は、風化変質を

質であるが、富lれ ほとんど受けておら

目がやや多く、割れ ず新鮮、硬質であり、 1<> 2.5 

B 自に沿って多少部風化 ① m a 割れ目が少なくち密 ① bz 伺 左 ① b， 28，∞日 9.5 CM 

変質している 分も であるが、硬さはb， 1I 日 47' 1.3 
ある。 の岩に比べてやや減

少する。

串多lれ目がやや多く、 岩石は、風化変質を b， 岩石(:t、比較的軟質

少風化変質してや ① 
ほとんど受けないが ① 阻 b， ① IU b， であるが新鮮で割れ

や軟質化している。 割れ目がやや多い。 目が比絞的少ない。 6 2.0 CM 

C JII b または、割れ目が比 I 向 左 I ① e 1日，0∞ 5.2 

⑪ 風較や化的軟変少質質な化いが、 多少
⑪ c ⑪ c H 46' 1.0 CL 

を受けてや 11 n 
している。

岩石は、風化変質を 岩石は、割れ目がや 岩石は、新鮮なもの

受けて軟質化してお や多〈風化変質を受 と多少風化変質を受

り、割れ目が発達し けて褐色に変色して けているものがあり

① QP 
5 1.7 

D 岩片状を呈しているロ ⑪ m c おり、やや軟質であ ⑪ 111 e 同 1正 のbnr e 割れ目がやや~い。 m c 5.日日日 3.1 CL 

る。 39' o . 7 

岩石は、風化変質が
著しく進み固結度も 0.9 1.1 
著しく低下し、しぱ ⑪ 

E しぱ砂状及び粘土状 ⑪ W d 同 左 ⑪ W d 同 左 ⑪ 日F d 同 左 W d 400 日? D 

を呈している。 qjt 26' o .品
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基鑓ポーリング(EL+Z.5以下)及び試銅坑の岩石のー勃圧縮強度比較図図2.13 第
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1 2式購内容

(])名石試験

物~ï試験ヒレマ t.;;\ 密度、吸水率、有新聞隙率及ひ'超音波伝播

速度モ測定した.力学試験ヒしマt;;!一朝五福試職、引張試験良

ひ、三軸圧縮3試験モ実党した.

言嚇ヰt~ 試抵坑内の~i買に足じ‘たí\表古拘置所及ぴ罪、子炉建

屋基礎示、_1)ンゲコアから採取した.

供試体[;1.、蚤l言、ロ反米卒等の物理試験浸ひ引張試験l二わ、いマ

[;;¥直径旬、わ旬、超音波伝機許制定、一軸圧籍試験反

ひが三軸圧籍試験においマ[;;1"昼径5(";' 長さ10c""に整形した.

δ. 一軸託箱詰足業

言明金[.;J:.JIS M 0302 (右石♂圧縮強ぎ試験寺法)[こ準拠

し、包然tだ態の供吉司本』二ついマ実挺した.

b ヲ日長章式験

試験1.;1.J I S M 0303 (岩石同|張強ぎ試検す法〉に準拠し、

旬然状官号、の供32羽[本l二つL、マ英世した.

C 三軸圧縮試験

言試験tel"缶然:1檎，(7)供訴(和二M定め領11圧を負荷し、 i欠ぃγ

軸荷量をる除襲3マ議所しマ行い、与の時の軸差点力をポグ)(:二・

側圧t.;!5 "-' 1∞k81仇2め5拷苗とし、これ内の秀容長。¥ら岩石
川ん苦情娘、内部摩擦角を51すめた.

一
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(2) 岩盤試験

試謡坑内マ守単性7貰持請を、岩盤愛斗2詐¥!i食、安持ウ試喰、老笠せ

ん前試験浸び、岩盤ク')-フ・試験を実泥しT二・ zた.ポー 1):，ゲ孔

内マ、、 PS1~層、手し内報荷試E食モ実提した.

δ 弾性波試験(麗折法)

詞寄与I~ 試Mf:t:え?往いの 7涜Ij線、延長豹1.020mて\格度ある

l ¥ [;;;1板叩き法t:.Jっマ起振レ、測隷上l二約2m間隔に管振器

毛設li底ずr;去l二d1)実桓し、基礎岩盤α縦湾 (p戒〉足び横

波(s波)ω伝播速度をポめた.

ヲ車生波試験(底打「法)位置宅事 1.1図に示す.

b. 岩盤若手白色布食

基礎右置の変形特祉を把握するために直径 60cmめ鋲荷板

マ浩盤変形言議会主安定した.

試検1;1"、試掘坑内の宅謹・岩盤か類モ代表する箇予ITγ1号

骨]9ゑ .2 号制 15 点、周辺部6/~号、 l ニつ L、マ英すをした.

吉司験位置を済 1.2図に、言式験装置を窮1.3図に、載荷ノザー

ンモ音寺1.4図に示す.

C. 支持ヴ割、検

若域岩盤の主持ヴを把握するために孟径30cmc乃霊長荷雨7

'=$z千初試験毛安抱した.

試験1;;1'、試掘坑内の岩手室・岩盤令嶺モ代表する箇所て港盤

変形試再主幹3~金、 1 号制 3i号、 .2号制 5点.周辺部 2;長、につ

L ¥マ実抱した.

2 
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試樹立置毛清 1.2函i二、試験装置毛構1.3図に、草稿パターン

モ窮1.5図に示す.

d.岩盤也んず断験

茎礎岩盤αせんぜ前提特住宅把握するため.岩盤を長ラ60

cm 、橘OOcm、高つ20cmめブ、ロ、ソクl二切リ出し、岩盤せん.lffT訴草食

モ英世した.詐撤回試掘坑内め岩手童・岩盤分類、を代表する

皆予fr-t1号制3琶町、 2号制5菌問、周辺部2箇PIiについマ

突堤した.

字詰対立蓋毛寄 1.2国l二、 24験装置毛事1.6国l工、載f苛バター

ンモ者1.7図に示す.

e岩盤ヶ)1-フ・試験

基礎岩盤に高間的E に分布するやや軟賞u軽石凝灰岩めフ

q -7。特，性老把握守るため、 5.5匂;t;m2のー定病室を載荷し

岩盤加|ーフ・試験を実花した.試験世置を境1.2函に示す.

5司馬食装置 l;;t宥 1.3 函l二~、す変形訊喰ヒ同ーの装置l二ー定

載、荷維持莱置を耳;zl寸げたもめ-tdi'Jる.

t. P s.i持層

房、手;炉建屋基礎ボー1)-..，グ手しをや!用しマ PS検漕モ実花

した.

検層 t;:): 、 1 号制 5~し、記長約 1 ，4∞ m 、 2号制 50}し延長

約 1.470mマ¥地上γ発足度あるいは板ロロヶ去によゥマ起振し、

2 m閣隔に3し中を振器を設け測定し基礎岩盤♂縦波(p波)

艮ひ。積液 (S液)め伝播速度主;t~めた.

検層位置を寄1.8図r::.ヰ食層め概略国モ膏1.9図に示す.

3 
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8. iし内載荷試験

原子炉建屋基礎ポ、ーIjングJし(1考領1]5孔、 2号担1]5;rし)

毛利用しマ孔内輩記荷~i\]喪主実世し「二.

試動立置乏望号1、8図l二、試験め概略国主顎 1.10図に示

す.
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2.試験結果

(1)岩石試喰

言《揺坑内皮u:房、ミト炉建屋基礎ボーqンゲコアから採取しfτ試料

l 二 J る色然状龍め岩石試鞍結果モ~ 2.1表、事 2.1図に示す.

これらにJtltd:・孔領の読灰角磯岩、凝灰岩、 B殺の涯灰角様

右、;疑灰岩、 C級ω軽石託灰岩、援皮質克右、合泥老毒素:疑灰岩

0¥可砂1生l;Jj欠めとおりヒ Uっマいる.

言57言Id:. A;被マ‘約2.2g;em3、B級マ

gJC;ゐm3
‘
戸根反オ水く詩率至lは;;;r. A殺 ττ、、約 1日3うχ〈、B報ττ‘約2引1/χf、C殺Tず0約2お9χ

ピらiーっ'(いる . 

ー軸正箱強産1:1.A殺マ‘豹200kg/加、 B殺τ約 16)1包;t;rn2、

C頼イ約1∞kg/an'.三軸圧縮試験M 得制た也ん断強用1;;1.
A報τ28'".34 kg;em'2手室戸夏、 B殺7・ 8コ~27kg;ém"程度、 C級γ

10へ 16kg ;t;m2程耳、内部摩擦角 1.;> 、 A殺("56~57。程庵. B頼

マ"45~52'程Y妻、 c級γ38-43・程度ヒ主J っマいる.

脅ポアソン比Id:A級T‘初0.25、B級マ約0、25、C殺7約 0.26、

静弾)¥生係数t.;¥'A抱τ・約1.4x 105 kg;em2、B殺マ''ft!Jg.ox 104kg;em: 

C殺γ約 3.8xlakl新m2ヒtJっマいる.

じわ\B殺めを山者峰岩td 、ìÐ'f約2.68;érn3、一軸j圧縮強~

豹 660め加、静ポアソン比約0.26、静弾性係数約5.8x105

!匂;em2ヒ8っτいる.

岩盤分業員ヒ者石物佐川ボミ・を干鮒するために、主ω岩石物性

値-tGf'lる J 軸圧箱強定の右謹・岩盤今期リ毘び岩盤0-類、号Ijめじ

ストゲニラム毛窮2.2国l二;f，9".

これわによると、右盤~類、毎1::字通ω老石物，陛毛色っと 3十以し

5 



ー，

. 

ヲるヒ芳与えら十lゐ.

~ F:.、需2.3図に岩盤今類、引の蚤F言、 S5度速湾、一軸圧縮

強度α深尾zdT布を子f、すが、ニす1/二Jるヒ同一岩盤分類τI;;! 深
?方向にJf，J.り~.イヒ[.;t Jナ内れ以ぃ . 

(2) 岩盤試験

a，弾性波訊:験(居折法)

試据吠沿いめ屈折法による3単位i続長検によリ得られ T-:.P 

j度、 S液逮7ぎを者 22表、者 2.4図に示す.

結果を要約するビ以下めヒガ1)マ、ある.

房手、炉建屋基礎岩盤M単性f度逮恵α平均値l.;t、 P戒1宅

信''1豹2.8km/s.2号側約2.6km/昔、 S;度T、1号制約1.5km/色、

2号側約1.3km/もマある.これより求めた勧弾ト射殺支1.;):. 1号

制約13x 104kg/仇2、2号制約10x 1cfkg;em2、多7ポアソン

比 1;;11号制約0.3:コ、 2号制豹0.337.'める..l F:.試据坑沿

いの弾性演逮湾仇今布1.;1老盤分類l二夜十4対応しマおり、 A

叙司、、Pi度-t2.8km/も、 Si度τ1.5km/s.B報(宰山岩溶岩毛除

く〉か、何度τ、2.5k町/言‘ Si}をず1.3krrvS‘ c殺がP;皮<"2が<m/s

S波マ、1.0同，-s-tある. B殺め安山岩溶岩1;;Pi度7."3.1附/台、

5j皮ず1βk町ろとt;，，)'っτいる.

b.岩盤変形告市会

岩程1f形言試験[こJリ得ら十[た愛椛係数、害ij魂塁手性i系教亙び

諸事長潮生管括主主事2.3表、資 2.5図街宣~都立曲事案の代

表タ!見事 2.6図に示す.

結菓モ零約するヒ以下のヒ石[)τあゐ.

6 
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雪

新婦加者盤分類に対スミレマわ、リ、新3係数(荷重託困 O~

101包hn~)平均包l.;! 、 A殺( 4.8 x 1げkg;em<、B組(守山岩湾省

主含む〉マー2.3xlげkg/と卵、 C殺τ・.0.7 x 104 kg;em2、含泥岩喋

J堤疋岩mうちD殺相当者盤i."0.4 x 1041包/モm~ 、言'1J線弾性係数

(荷童託国 0~10抱;{m>)平均値t.;1.A頼T・.6.2 x 104kg;fm' 

B殺(守山右溶岩毛令司二、)τ2.8x1げkgAm2、C較τ1.0x 
10
4
kg.んn2、合泥若者警瀧灰岩めうち D報担当岩笠才、 0.5l( 104 

1包;tm~ を示しマいる.

荷童~司自主曲録からhるピ、 A~D殺右盤ヒも喜l荷重域 (10

~30kg;ém2) におい討す単J性的有力を示し吃いる.

C、安材力試験

安持力言式高熊吉某を者2.3表l二、柄童~変イ主泊殺を事2.7図

に示す.

結果毛主要約するヒ、 A級、 B殺艮び‘C釈岩盤ヒ"e140kg;tm> 

3τ-載荷したが破壊lこ至らロ力、T二・ J.f:. 、合泥岩石乗摂反岩

のうろ D殺主目当岩盤イIJ彩71201包;em2'z"破壊l二至った.

d.岩盤也ん前訊売台

岩盤ぜん前新検!こぶり得られたぜんポ円~度ヒ内部摩擦角そ

窮2.8図にす、す.

結果を奪約するヒ以下のヒおリτ‘ある.

ぜん前強度特性1.;1.岩盤今類、l二対点、しマおリ、 tんぜT強茸

(~ A親τ‘22.1句1em2、B殺マゃ15.8Kgんが‘ C殺7."6.okg/cmz、含

j尼岩榛;畏灰岩めうちD頼相当め岩盤-t3、8kg;em2‘内部摩擦角

lJ A級(..51.1.、B穎("47.0..C殺γ46.6¥合泥岩様靭安宕

7 
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事考

めうら D報相当め岩盤τ、、 37.5'と1dっ之 l¥る.

Q 岩盤クIJープ試験

c殺の軽石棲灰岩♂岩盤ケ1]-フ。拭験l二より f専られた時預

ヒをi立童の関係を窮2，9図lニ示す.

この新主童""，tl寺南部複を 7欠司:

W = We + Wc = We{ 1 +α(1-e-st ) } 

三こに w 変位量

We 手戦生者位量

Wc ; ク1]-7・安住量

αβ: ゲlJ-フ。イ系数

t 悲話時間

イ主的対立語数値毛;f(めた.結呆ld薪2.4表に示すヒずつ、リ 7

ihる.

こ択にcよるヒ、 α=0.14、β=  2.8/I:ョ之、、ある. 

f. P Sヰ安居

PS検層によリ得らオ17三原ミト炉建墨基礎底面よか零め P波、 S 

?夜遅f習を需2.5表毘ひい窮2.10図に示す.

結果主要約するヒ以下αヒ石リγある.

PSヰ帯電L二よる写斡生i庭逮庵m平均値目、 Pi度がA級マ約 3.2

km/三、 B級-(約27krn/昔、 C殺ず約2.4krrv昔、 S戒がA級マ羽1.5

krrレ昔、 B紹τ徐々713km/昔、 c頼て‘約1.1切るヒt.).リ、これよリ求、

めた動弟陛係数1.;1、 A報γ約13.7X 104f包/伝子、 B殺マ‘約9.8x 

104kg;em<、C頼7約6.4x 104f包Am2、動ポアソン叱l豆、 A級1

0.36、B穀-t0.35、C級マ。O、37ピυる.

8 
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g、 号し内言語荷試喰

苦し内事長荷試験l二よリ得ら刊Tニ主鴨孫殺を濡2.10図、構2.6

表lニ示す.

結果モ零約するヒ以下めヒおリマ、ある.

岩盤分類写ljω変形保散の平均値1;;1、房、手炉建墨基唯岩盤め

大都分乏占める A頼者盤イt.;!1号仮Ij約 4.6x 104kg;6炉、 2号

イ~Il約4.5メ 104 \(g;tm' 、 B 紹岩盤マ‘ l手 2号側約 29 X. 104 kg"cm2 

7ある. ~丘、 j束郡に計られる C殺岩盤毛主体ヒする:屡灰賞

?定者-(I.;! 1 :号制約2.4x 104kg;em2、2号側約2.8x lcfkgArn< 

ヒ比較的大ヲ医者情係数モ示しマいる.

9 



• 
でき

匿ヨ 三隻 多長

. 

。



司，

， 
d 

. 

物

理

鼠

政

超

音

控

速

度

劃'

定

カ

学

民

険

第 2.1表(1 ) 岩石試験結果(岩種・岩盤分類別)

岩 盤 分 額 A 級 B 級 c 

岩 種 凝灰角瞳岩 話灰岩 安山岩樗岩 凝灰角鶴岩 凝灰岩 怪石誕灰岩
合泥岩暖
凝灰岩

民 験 個 政 57 78 10 62 72 26 1日

乾 平均値 1.99 1. 91 2.60 1.92 1. 59 156 1.6日

燥 標喧偏差 日.19 0.13 日日目 日.2日 0.17 日1日 0.25 

密度
自 平均値 2.21 2.17 2.64 2.19 1.98 1.82 1. 97 

(./ad】 然 探串偏差 日.18 O.日9 且日6 且14 且12 日日7 0.15 

飽 平均値 2.21 2.17 2.65 2.2日 1. 99 1.85 1.98 

和 保串偏差 日.18 日.日? 日.05 日.14 日11 日.07 0.14 

吸水率 平均値 112 14.2 2.1 15.1 26.2 54.5 24.9 

{需} 様車偏差 5.1 5.7 1.4 5.4 7.1 4.4 112 

有効間際串 平同値 22.0 26.7 5.5 27. 9 40.5 46.5 57.4 

(%) 標車偏差 5.5 5.2 五4 6.自 6.5 五5 12.8 

民 験 個 数 54 82 1日 6日 74 26 1日

P 波速度 平均値 3.52 5.18 5.23 3.18 2.85 2.日6 2.67 

(回/.) 
保車偏差 0.51 日37 0.58 且34 日50 日30 日58

s波速度 平均値 1.86 1. 75 2.66 1. 65 1.52 日87 1.55 

{回/.)
標串偏差 0.22 日.27 且54 且24 日16 日.17 ロ4日

動弾性係数
平均値 2日.5 17.7 51.5 16.2 12.3 4日 1日.5

【X10'同/01) 標瞳偏差 4.4 4.9 17. 5 4.2 2.6 1.7 5.1 

平均値 日.5日 日2日 0.52 0.51 日30 日.39 日.33
動ポアソシ比

保噛偏差 且04 日.日4 0.07 日.日5 且目玉 且02 目。5

民 験 個 数 54 82 10 6日 74 26 1口

一軸正篇強度
平均値 218 515 655 146 175 65 14日

軸 (同/01) 標瞳偏差 89 121 444 72 52 29 65 

圧

静弾性係故
平同値 14.日 15.6 57.8 9.8 8.4 2.3 8.4 

縞
(x10'胎偏}保申偏差
民

8.9 4.9 21.1 4.4 2.4 1.9 2.6 

験 平勾値 0.25 且27 日26 日23 0.27 0.24 日22
岬ポアソン比

標瞳偏茸 。I日7 日.日7 日日5 日.日7 日08 O.口8 0.06 

圧 民 験 個 世 51 73 1日 55 73 23 10 
裂

~I 平均値 24.6 26.5 67. 7 16.日 2日日 6.6 15.7 
張 引抱強度

験誌 ( kiVai) 保掴偏差 6.4 8.1 21. 7 6.9 5.2 1.6 9.1 

試 験 組 世 5 4 4 
軸
圧
せ人厳強度" (kg/ai) 28 54 2日 27 10 

縮

認
輯 内部車僚角;4 (勺 56 57 52 45 58 

10 

級

凝灰質泥岩

26 

1.55 

日15

1. 91 

日11

1. 91 

0.11 

25.8 

6.1 

56.1 

5.9 

25 

2.07 

日25

0.98 

日25

5.2 

2.3 

日.55

0.05 

25 

114 

75 

五4

3.0 

0.5日

日13

28 

14.1 

10.6 

16 

43 



p 
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第 2.1表(2) 岩石試験結果(岩盤分類別)

岩 盤 分 類 A 級 B 級 C 級

凝灰角傑岩 凝灰角{諜岩
軽石凝灰岩

岩 種 安山岩熔岩 凝灰質泥岩
凝 灰 岩 凝 灰 王山F 

合泥岩礁凝灰岩

試 験 個 数 135 134 10 62 
物

密度(自然)
平均値 2.18 2.08 2.64 1. 88 

理
(g/ad) 標準偏差 0.14 0.16 0.06 0.11 

試

~ 

一
吸 7Jく 率 平均値 12.9 21. 1 2.1 28.5 

験
( % ) 

標準備差 3.8 8.4 1.4 8.3 

試 験 個 数 136 134 10 61 

一軸圧縮強度
平均値 277 162 655 97 

軸
(kg/cu!) 

標準偏差 119 63 444 64 
圧

静弾性係数
平均値 13.8 9.0 57. 8 3.8 

縮 ( x 1 04 kg/ cul) 
標準偏差 6.8 3.5 21.1 3.2 

試

平均値 0.25 0.25 0.26 0.26 
験 静ポアソン比

標準偏差 0.08 0.08 日05 0.11 


